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. -1気 学 に つ い て

青葉が 目に泌み,太 陽がまぶ しい5月 の季節 とな った。長い欝陶 しい冬空を仰いでいた

目には,こ の五月晴 の太陽はまぶ しく,肌 を過 ぎ行 く南風は何 とな く元気を感 じさせ る。

御池通の白い建物 と白い街路の緑の並木道を ドライヴしていると,そ よとした風 と共に幸

福が舞い込んできそ うに思える。まことに 自然は うるわ しい ものであ る。(天 気 と元気に

関す る学は気学 といわれ る)

今を隔 ること昔,印 度河上流1,YV`_来たア リアソ民族は,か か る自然現象を神格化 し,太 陽

・月 ・雨 ・火 ・風 ・雷 ・水 ・河 などそ のも のを神 と して崇めた。 印度河をサ ラスティー

(弁天)と 名づけ,初 めは,川 そのものを神 として崇めたのであるが,後 にそ こか ら雄弁

・音楽 ・文芸 ・福運の神を転成 させた。か くて神に奉仕 し,儀 礼を司 る教権階級(婆 羅門

族)が 起 った。

婆羅門族が思 う盤に哲学的思索に耽 ることができたのは,心 の統一を 目的 とす る印度森

林仙居の生み出 した冥想的生活の賜であ り,動 中静を見 る工夫の結果であった。 自然現象

の神格視は,動 中静を発見 したためで,か か る傾向は宇宙の本体 を究め,宇 宙の起源を思

索 し尽 さんとして独特 の気学になる宇宙創造説を生んだ。

印度の宇宙創造説は合成的造化論(原 人の頭か ら婆羅門族が,脇 か ら王族が,腹 か ら農

商民族が,足 か ら奴隷族が生れる。万有 も亦原人か ら分化 して創造 されたもので,天 界は

頭か ら,空 界は膀か ら,地 界は足か ら生 じた とす る。)で,創 造神は梵天(ブ ラハマン)

である。 しか し,仏 教以前の印度思想には多元論(具 の哲学)も あ り,た とえば,数 論

(サ ーソクヤ)哲 学では五大,五 細五塵を立てる。(図1参 照)

宇宙は太初 より多元的原素を有 し,こ の五大 の結合変化に よって万有が生 じるとみた の

である。その うち,四 大本性(地 性,水 性,火 性,風 性)は,猶 一層微妙な根本的原素で
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図1数 論の五大思想
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触(空 の細 なるもの)

展 をなす 。Thales(624～546B.C.)は 世界 の根 源 は 「水 」で あ る といい,

(588～524B.C.)は 「空 気」 で あ る とした。 そ してEmpedocles(483～435B.C.)に 至

って宇宙 の 四元 素 として,空 気(air)・ 水(water)・ 火(fire)・ 地(earth)が 唱え られ

る。

東 洋(中 国を 含む)の 気 学が五 大 また は 四大 思想 に よ って文学 ・医学 ・建築 学 ・芸 術 に

まで浸透 し,易 の理 論 は,古 代 の哲 学 ・物理学 ・天 文学 と して長 く後世 まで東洋文 化 の重

要 な要素 として作用 した に対 し,西 洋 の気学 は,Ernpedoclesの 次に 出て来 るHipPoc-

rates(460～377B.C.)に よって気質 の類型 学 ない しは体液 の概念 に よ って また別 な発展

をす るの であ る。 が,Hippocratesの 気学 は また,古 典体液 気 質論 の元祖 と して後 世 の西

洋 の性格 学 のみ な らず 文学 ・医学 に長 くそ の権威 性 を持 ち続け るのであ る。

この よ うに,す べ ての生物 は,大 気(天 気 下 降 ・地 気上 昇)に よ って運命 を先 ず支 配 さ

れ る。太 陽 と月を 中心 とす る大 宇宙 は,ま た,小 宇 宙 と して の人 間 の世界 に も影 響を及 ぼ

す こ とが考 え られ る。 しか し,気 学が パ ー ソナ リテ ィを どの よ うに考 え るか は,ま た興 味

の あ る ところであ る。

あ る。 この集積説 は民衆 説 よ り出た もので,

現在 で はJaina教(者 那 教)と 称 され てい

る。 そ して,宇 宙 の本体 た る梵(宇 宙我 ・大

我 ・真 我)に 対 し,個 人 の本 体た る我(個 人

我 ・小我 ・仮 我)た る人間 の肉体 も四大(地

・水 ・火 ・風)と い う粗大 な原 素 よ り組 織せ

られ てい る とみ ていた。

かか る印度 の宇宙 論 に対 し,紀 元 前6世 紀

のギ リシヤ哲学(miletUS派)で も同様 の発

Anaximenes

H体 液を基礎とする気質説

今 日で も一般 に行 わ れて い る多血 質,黒 胆 汁質(憂 欝 質),胆 汁 質,粘 液質 の区別 は,ギ

リシ ヤ医学 の黄 金 時代,HipPocratesがEmpedoclesの 四元説 に基 づ いて樹立 した生 理

学的学 説 であ った。Empedocles(B.C.450頃)は 宇宙 生成 の原理 を地 ・水 ・火 ・風(空

気)の 四元素 に置 き,大 宇宙 と して の月や太 陽 に支配 され る世界 観 に一 定 の合理性 を与 え

た。 これ は,大 宇 宙 としての 自然 に は,一 定 の理気(四 大)が 働 くとい う考 え方 であ っ

て,logOS的(愛 知 的)で 科学 的実 証を欠 くアカデ ミ ック心理 学 以前 の もので あ った。

しか し,こ のEmpedoclesの 大宇 宙 の理 気 的考 え方に対 し,小 宇 宙(Lotze)と して の

図2古 典的理気説と性気説

Empedoclesの 理 気説
～__一_一__一____『__1【

Hippocratesの 性 気 説
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人間 の体 内に も性気(人 間 性 としての気)が 存在 す る とい う神秘 的 な考 えを提 唱 した のは

HipPocrates(B.C.400頃)で あ る。 彼は,体 液 気質説(four"humors"orfluidIn

ξthebody)を 唱 え・体液 と性格 との関 係,す なわ ち身体(physique)と 行 動(behavior)

三 の間 の関係 を述べ た。何 人 も個 人 は この体液 を有す るので あ って,素 質 また は体 質(cons-

titution)に 原 因す ると思 われ る病気 とい う苦(四 苦 の1つ)は,'こ の体液 に決 定 因が あ

る とす る。彼 は病 的状態 か ら恢 復 しよ うとす る力 を ブイ ジス(Physis)と 呼 び,「 病を 医

す る もの は 自然 であ る」 との説を 主張 した。 また,体 型(bodytypes)を 考え てお り,1

つ は短 身幅広(shortandthick)で,他 は長 身 痩身(longandthin)で あ った。 この よ

うに,1つ に は体液(内 分泌物?)を 行 動 の決定 因 と し,1つ に は体型 を考 え る こ とは現

代 の性格 学 の強 調す る ところ と非常 に一致 してい る(Hoskins1°41)。

Hippocratesよ り後 には2世 紀頃Galenが 出て,粘 液 質 を淋 巴質(液)と した が,大

3き な改訂 は なか った。そ れ で今 日では,古 典的 体液 気質学 は,Hippocrates-Galen説 とい

わ れて い る。

この性気 説 の重要 な点 は,人 間性(パ ー ソナ リテ ィ)の 根底 に,精 神身体 医学 的 な根 拠

として の体 液 を導入 した とい う点 で,精 神 また は 心 が,息(psykhe,pneuma〔 希〕;

Spiritus〔 羅〕)や 風(anima〔 羅〕三soule〔 英 〕;Seele〔 独〕)や 空気(ghost〔 英〕;Geist

〔独〕)と 考え られた語 源的 意味 を考 えて も関連 あ る性 気説 を,新 しい根 拠 の あ る気質 論

(人 間性学 ・人性 学)と して の出発点 の持 ち方 とした とい うこ とで あ る。 か くして この四

体液 に よ って精 神活動 の理 法を 明 らか にせ ん と した古典 心理学(psykhe〔 心〕+logos〔 理

または学〕 〔希〕)は,そ の後,古 代 ・中 世を通 じて19世 紀 まで不動 の人 間学 とな って続 く

の であ る。 この系列 に属 す る,す なわ ち この 四気質 説を信 奉す る学 者 は幾多 あ り,自 然 科

学 ・錬 金術 の発 達に影 響 され なが ら(cf.JacobBoehome,WilliamHarvey)発 達 した 。

IH私 の 作 業(古 典的体液気質論の検討)

Hippocratesの 体液 気質説 は,古 いパ ー ソナ リテ ィ学説 であ るけれ ども,今 で もパ ー ソ

ナ リテ ィ特 性を評 価す るす るもの と して文学 や遊 戯,映 画や時 に はTVに も現わ れ てい

る よ うであ る。 私 の作 業 は,こ の依 然 と して,文 学 ・医学 の基底 的考 えに な りなが ら,今

日で も心理 学 の中に おい て,教 養 的基礎 的思 想概 念 として,古 典的 な気 質 論が支 配 して い

る現状 を概 観す る作業 と共 に,こ れ程 に も現 在 で も権 威 を も って支配 してい る古 典的 体液

気 質論 が果 した業 績 の後 を振 り返 り,何 をわ れわ れ に残 して来 た か を考察す る こ とで あ

る。猶,Hippocratesの 体 型 の流れ を汲む 体質 的性格 学(ConstitutionalPsychology:

E.Kretschmer他)に つい ては紙 数が 許 され な いの で割 愛す る。

IV現 代 の医学 と心理学 にお け る性格学

現在で も医学の根底に厳然として存在 してい る性格学 は,性 格を肉体的生理的現象の現

われ とみるHippocrates(元 祖)の 考え方である。彼は,人 間には,血 液 ・淋巴(Galen)

・黄胆汁 ・黒胆汁 の四体液があ り,そ れぞれ特有の気質タイプと結合 していると考えた。

すなわち,多 血質は快活(陽 気),そ の反対 の粘液質は冷淡 ・のろま(平 気 ・呑気)の 意味

に用いられ,胆 汁質は憤怒性(短 気)を もち,黒 胆汁はメランコリーとして憂欝質(陰 気)

の意味を持 っている。 また,こ の四液の種hの 混合比例が総ての病気の根本と考え られ,

それが脳髄に作用 して気質を変え,精 神病を起す とも考え られている(J.L.Entres)。 し
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一 西 洋 の 性 格 学一

たが って,性 格 ・気質 の表現 者は遺 伝的 な もの に よ り多 くそ の責 を 負 って い る こ とに な

り,脳 髄が 中心 であ ると考 え られ て い る。

医学 に おけ る性 格 の概念 に は,1つ に は,性 格 を体 液や 脳髄 の物質 的個 人差 の表現 と見

る学 派(W.Griessinger,C.Broadman,0.Vogt,K.Wernicke1874,P.Broca1861,

K.Kleist,0.Bumke)と,も う1つ は,心 理 学 的哲学 的 な見方 をす る もの(L.Klages,

H.Hoffman,E.Kahn,S.Freud)と2つ あ る。前者 に 属す る内分 泌(W.Jaensch)や

自律神経 説,あ るいはE.Kretschmer(1882-1962)の 体型(格)と 性格 の学説(1955)

は,Hippocratesの 理念(typologyofphysique)の 科 学的 発展 と考 え られ るのであ る。

Kretschwerは,現 代 心理 学 の権威 的存在 で も あ る が,彼 の場 合,気 質 に 躁 欝気 質

(CyclothymesTemperament)・ 分 裂気 質(SchizothymesTemperament)・ 粘着気 質

(ViscosesTemperament)を 分 け てい る。 この うち粘 着気 質は てんか ん と関連 が あ る も

ので,粘 着質 とい うのは一つ の ことに執 着 して変化 した り動揺 した りす る ことが 少 な く,

几 帳面 で秩序 を好 み,重 々 し くて融通 の きか ない性 格(呑 気)で あ る。 神経 質 な と ころが

な く(平 気)安 定 してい るが,思 考や 説 明は まわ り くど くて繊 細 さを欠 き,ね ば り強 く,

約束 や規 則 は正直 に守 る。他 人に対 す る態度 は極度 に丁 寧丁重 で あ るが,時 に爆発 的に激

怒 して 自己 の正 常性 を頑 くな に主張 し,相 手を 非難 ・攻 撃 して非常 に興奮 す る。 これ は

HipPocratesの 粘液 質に 相 当す る もの で,S.Freudの い う男性 的 ヒステ リーに も当 る。

また,現 代心 理学 の も う一 人の権 威者 であ る,G.W.Allportも,心 理 生物 的基 礎

(心 誌 のuniguetrait)と して気質 を考 え てい るの であ るが,そ の根底 に は,古 典的 体

液気 質説 の4分 類を 念頭 に置 いてい るので あ る。

図3オ ルポー トが基礎とした古典的気質類型
　 へ 　　 　 　 　 　 　 じ　　 ロリロ　、

(2)一 ～巡L」 感 情 広
　

感 情 強 胆汁質(cholerictype)

感 情 弱1多 血質(・anguin・yp・)

(詑 摩 武俊編 著;性 格 の理論P.148よ り)

　 　 　　 　 　 　 　 　 コムコ ロ　　 へ 　 の　 へ 　 　ロ　 　　 　

i感 情 狭
　

1錨 質(melanch°lictype)

1粘 液 質(phlegmatic-type)

Allportが 気質 の特性(traits)と して挙 げた のは次 の よ うな対 極 であ る。

(1)感 情広 一 狭(broademotions‐narrowemotions)

(2)感 情 強一 弱(strongemotions‐weakemotions)

中世 を通 じてパ ー ソナ リテ ィは人 の健康 や気 質 を決定す る四気質 ない しは体 液 の相対 的

比 率 が原 因な りと考 え られた 。 これは ギ リシヤ の医者Hippocrotesの 教示 を受 け継 ぐ も

の であ る。 これ らの教示 は大 地 とか水 とか の既知 の宇 宙 のエ レメン トと結 合 してい る。 こ

れ らの エ レメ ソ トの1つ の固有性 は,人 の場 合,四 気 質 の どれ かに優 性 な もの として現わ

れ る。 勿 論 どん な証 拠 も実験 的確証 も存在 しな い。 全 く未発 達 な学問形 態 の よ うに 聞 え

る。 そ して全 て のパ ー ソナ リテ ィの評価 は,外 的な行 為や外 観 に基づ い てな され た。 で

は,現 代 にお いて もこの古典 的体 液気 質論が権 威 を持 って い るのは何 か。そ れを 論ず る前

に,も う一度,以 前 の世紀 の気質 論(性 気説)をHippocratesか らみ てい こ う。

V古 典的体 液気 質論(パ ーソナ リテ ィの探究)

〔Hippocratesの 体 液 説 〕
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(1)血 液 につ い て赤 面 は血 液 の過剰 で あ る と考}ら れ る ところの ものを示す こ とに よ っ

て,多 血 質(フ ランス語 で は残 忍性 を示 す)は,1つ の快 活 で楽 天的 な気 質 を示 す と信 じ

られ ていた。

(2)粘 液 につ いて手 の冷 た さ とか湿 っぽ さ,ゆ っ くり動 い てい る川 の よ うな 冷た い不活

溌 な気質 を示 す と信 じられ ていた(粘 液 質)。

(3)胆 汁 ・黄 胆汁 に つい て黄色 い,血 色 の悪 い顔 色 は,胆 汁質 あ るい は怒 りぽい性 向を

意 味 し,そ の人 の性 向 は,た 易 く怒 りを起 す怒 りっぱ い短 気 な気 質で あ る(胆 汁 質)。

(4)黒 胆汁 につ い て暗い色 黒 の重 い眉毛 の顔色 は憂 欝質(blackmood)を 示 す 。 黒 胆

.汁 は脾臓 か ら出て来 る と考 え られ,厳 格 ・強 情 ・不屈 ・憂 欝質 ・気む ずか しい性 質 ・不 機

嫌 な性質 ・ひ ね くれた性 質 ・落 胆 ・失意 の原 因 であ る と考 え られ た。

〔Galen(紀 元 前129～199?)〕 粘液 生理学 にそ の基 礎 を有 し,Hippocratesに 近 い見

方 を した。 四種 の主要体 液 は,(1)血 液,② 粘液 も し くは淋 巴液,(3)黄 胆 汁,(4)黒 胆汁

一 で
,四 体液 のいずれ が多量 な るかに 関係 して4気 質 に分 けた。

1)多 血 質Sanguinisch(Blutig)

2)粘 液質 も し くは淋巴 質Phlegmatisch(Schleimig)od,Limphatisch

3)胆 汁 質Cholerisch(Gelbgallig)

4)憂 欝 質Melancholisch(Schwarzgallig)

これ らは もと,Empedoclesの 自然 哲学 にお いて重要 な る職 能を 演ず る物質 の根 本性 質

で あ る寒 冷お よび温 暖,湿 潤 お よび乾燥 の4種 に 対応す る もの で ある。

血 液 は風 の如 く温 暖に して湿 潤

粘 液 は水 の如 く寒 冷に して湿 潤

黄胆 汁 は火 の如 く温 暖 に して 乾燥

黒胆 汁 は土 の如 く寒 冷 に して乾燥 な りとす る。

、 一多血 質 は軽 くして移 り易 く皮 相 的に して調節 に巧 み であ る(軽 さ,易 移性)。

憂 欝質 は深け れ ど も退嬰 的躊 躇的 で あ る(深 くて重 い)。
'胆 汁質 は能動 的構 想お よび烈 しい排 除 し難 い頑 強 さがあ

って熱 情を有 す(固 さ)。
噌粘液 質 は柔軟 寒冷 に して遅緩 な る反 応

お よび不活溌 な る構 想を有 す(柔 軟性 と遅 鈍)。

・ 〔JacobBoehme〕 そ の後 の気 質論 の発展 は ,自 然 科学 の発達 をそ の儘反 映 し,16世

紀 の神秘 主義者Boehmeは,そ の 「キ リス ト知 学」 に おい て この4気 質 は,人 間 の宝

石(魂)が 閉 じ込 め られ て い る違 った収 蔵庫 で あ る とい った。

Alchemyの 時代 は,4気 質 が最 も重要 な物 質 と関係 づけ られ,胆 汁質 は硫黄 要 素 の支

配 に ま り,多 血 質 は水 銀,憂 欝質 は塩 分 の過 量 に よ ると説 明 され た。

〔AndreasRiidiger〕 そ の著,「 神 の物理 学(PhysicaDivina)」 におい て,気 質 の

一 差異 の原 因に な る要 素を
,エ ーテ ル(気)と 空気 と考 え,軽 い性 質 の原 因 と してs-一 一テル

と,重 い性 質 の原 因 と して の空 気 が互 いに中和 し合 って身体 の弾 力を与 え る とした。

1)多 血 質.s-一 テル も空気 も共 に精錬 され弾 力大

2)粘 液 質 工 一テ ル も空気 も共 に精 錬 されず に弾 力小

一3)胆 汁 質 工 一テル は精錬 され
,空 気は精 錬 されず 弾 力重 し

4)憂 欝質 工 一テル は精錬 されず,空 気 は精 錬 され てい る。収 縮 は容易 で あ るが 拡張

は 困難。

〔HarveyWilliam〕 彼 は血 液 循環 の法 則を発 見 し,体 液 に新 しい見方 を もた らした 。

一 一一10一



一 西 洋 の 性 格 学一一

血圧の強 さや血管の太 さな どに対する知見は参考になる。

〔Stahl&Hoffmann〕 シュタールは血液の組成 と組織の多孔性 と血管の太 さの三

因子を考えたが,同 僚 のホフマソが次の表 のよ うに まとめた。

図4Stahl&Hoffwannの 気質説

気 質1多 血 質 粘 液 質 胆 汁 質 憂 欝 質

一 一i

繊

血

維

流 動 的

粗

濃 厚

粗

流 動 的

密

濃 厚

密

〔1.meant(1724～1804)〕Kantlよ そ の 「人 間学(Anthropologie)」 に気質 論 を展

開 して い る。 彼に よれば,性 格 は思 惟様 式(Denkungsart)で あ るに対 し,気 質は 感性様

式(Sinnesart)で あ る。 そ して感情(Gefiihl)の 気質 に対 し,活 動(Tatigkeit)の 気質

を 考え,そ れ に生 活力 の興奮 と弛緩 を対せ しめ てい る。

図5Kantの 気 質 型

生活力に対し 感 情 の 気 質

興 奮Erregbarkeitintentio

弛 緩

礒 膿1・ 観 誌 ・ig

Erregb・・k・i・・emissi・ 重 傾sc膿 翻lutig

行 動 の 気 質

温 血 質(胆 汁質)

冷 血 質(粘 液質)

・多血 質 は動 きが速 く力あ るが浅 く(軽 血 質)

・憂 欝質 は深 いが遅 く永 く続 く(重 血質)

・胆 汁質 は速 く(温 血質)

・粘 液質 は怠 慢 とい うわけ でな くて も行 動 への感 情的 刺戟 を欠 く(冷 血 質)

軽 血 質 ・重血 質 が実践 的方面 を感 情 か ら了解 してい るに対 し,温 血 質は急 激 に沸騰 す る

情緒 の元 型 をみ,冷 血 質は 弱 き情 緒的 態度 に関す る元 型 を行動か ら求め てい る。

〔Cabanis〕 組織 の構 造,脾 臓,肺,筋 肉 な どの器 官 の発達 状態 を重視 した。

1)多 血 質,2)胆 汁 質,3)粘 液質,4)憂 欝質,5)神 経 質,6)筋 肉質

〔J.Fl.Herbart(1776～1841)〕 教 育 の基礎 として心理学 を説 いた 彼 は,Kantの 影

響 の下 に 神経生 理学 の勃興 に依 り,4つ の気 質 の うち,陽 気(多 血 質)と 陰 気 優 欝 質)

は感 情に関 係 し,短 気(胆 汁質)と 呑気(粘 液 質)は 情 緒 のa=.0-__性に関 す る と考 え る。

〔Lotze〕 そ の著 「小宇 宙(Mikrokosmos)」 にお いて,憂 欝質 に代 るに情操 質(セ

ンチ メソタ ール)と い う語 を用 いた 。

〔JohannesMuller〕 気 質は,心 的 生活 の型式 で あ って,Schellingの 三つ の形式(生

殖 性,興 奮性,感 受性)はtemperatures(陽 気度)と 呼ばれ る とい う。

・)鯉 く1灘 翫 翻 瓢 質

2)賭 型く1溜 讐

3搬 型く謹 藷 質
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一 〔JuliusBahnsen〕 彼 は
,「 性 格 学 論 文 集 」(BeitragezurCharakterologie1867)

(始 め て 性 格 学Charakterologieと い う語 を 使 った)に よ っで,気 質 は,1)自 発 性

(Spontaneitat),2)受 容 性(Receptivitat),3)印 象 性(Tmpressionalitat),4)反

.応 性(Reagibilitat)等 の 諸 性 質 の 種 々の 度 合!こ 基 づ くも の と考 え ・ さ らに,気 質 に 次 の

よ うな 対 極 を え 考 た 。

イ⊥

9
μ

3

14

自 発性 に 関 しe・stark(強)-schwach(弱)

感 受 性 に 関 し=rasch(速)-Iangsam(遅)

印 象 性 に 関 し 二tief(深)-Hach(浅)

反 応 性 に 関 し=・nachhaltig(久)一 舳chtig(暫)

彼 は これ に よ って4つ の 性 質 と8つ の 特 性 を 含 む16の 気 質(胆 汁 質a,b,c,d,多 血 質

a,b,c,d,粘 液 質a,b,c,d,貧 血 質a,b,c,d)を 導 出 した 。 こ の うち 貧血 質(anama-

=-tisch)と い うの は も と の憂 欝 質 に 代 る も の で あ る
。

4
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図6Bahn8e皿 の 気 質 類 型
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〔W.Wundtの 気質論〕 情緒の反応の強弱 と

その変化の遅速 との組合わせか ら気質を分類 した。

彼によれば,情 緒的反応が強い気質では不快 の情

緒を,弱 い気質では快 の情緒を起 こし易い。 したが

って,前 者は悲観的,後 者 は楽天的),Y傾 く。また,

図7Wundtの 気質タイプ

情緒反応}
i

速

L遅 『

強 弱

胆汁質 多血質

憂纈 撒 矧

情緒的反応の速い気質では現在 の刺戟に動か され易 く,遅 い気質では現在 の変化には動か

されずに将来のことを考える傾 きがある。

-1)胆 汁質(choleric)一 熟慮を欠いて怒 り易い(短 気)

2)多 血質(sanguine)一 快活で事物に対 して淡 白(陽 気)

3)憂 欝質(melancholic)一 哀愁に傾いて用心深い(陰 気)
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4)粘 液質(phlegmatic)一 事 物 に対 して冷淡 で思 慮深 い(呑 気)

Wundtは 民 族に よ り,地 方 に よ り気質 の差異 が見 られ る と共 に,高 等動物 に も気 質差

が あ る と説 い てい る。 また,人 間 と しては,各 気 質 ともそ の長 所 と短 所 とを持 つ もの であ

るか ら,修 養 に よ って感 情 の動 き(Gemutsbewegungen)や 衝動 の強 弱を統 御 し,一 つ

の気 質 に偏せず,こ れ らの凡 てを統 合す るよ うに努 め る のが人 生 の真 の道 であ る と述べ て

い るのは,か のHippocratesの 自然良能 力 の説 に似 て い る。 す なわち この ことは,日 常

生 活は,小 さな喜 びや悩 み にお いて多血 質 で,人 生 の重 大事 件 の場 合 には憂 欝質 で,深 い

興 味を捉 え る印象 に対 して は胆汁 質 で,決 心 を遂行 す るに 当 っては粘液 質だ か らであ るこ

とを述 べ てい る。

〔Pilo1892〕 人 間 の基本 的な差 異を血 液 の化学組 成 とそ の熱 度 に求め,こ れか ら,

多血 ・漿液 ・胆汁 ・淋 巴 の四つ の一般 的 な気質 を分け た。

〔NicolasSeelandの 気質論〕 ロシアの人類 学老Seelandは,気 質 は神経 系統,特

に脳髄 にお け る分 子 の振動 に よ る もので あ る との説 を提 唱 した 。

1)強 い積 極 的な気 質一陽 気 な気質 と粘液 質

1-1非 常 な多血 質 … これ は植物 的生 活が優 越 し反応 が速 く適 当で あ る もの

1-2低 い度 の多血 質 … これに は神経 質 も交 った ものが あ る

1-3平 静 な気質

2)中 位 また は中性 の部 類一大 部 分 の人 が含 まれ る

3)弱 い消極 的な気 質一 そ の反応 が速 ・遅 であれ,不 規 則 を特 徴 とす る

3-1憂 欝 質

3-2神 経 質 …活 動 の抑欝 の交 替

3-3胆 汁質 …高 い興 奮性 を主 な特徴 とす る。 この部類 は時に は多血 質 また は憂欝質

と結 合。

陽 気 な気質 は速 い調和 的な分 子 の振動 に よ り,粘 液質 は も っ と遅 い速 さの変 らぬ振動 に

よ り,中 性気 質は さらに もっ と遅 い恒常 的な振 動 に よ り,消 極 的 な型 は遅 くて調子 外れ の

あ るい は速い が中断 され た振 動に よって成立す る。彼 はなお,人 類 学的 測定 に よ って,気

質 と体格,ま たは,体 力 ・精神機 能 な どとの関 係 を論 じてい る。(陽 気 な多血 質 的な 人…

大 ロシ ア人 〔農村〕。粘液 質 …小 ロシ ア人 〔ウク ライ ナ人 〕,オ ラ ソダ人,イ ギ リス人,ノ

ル ウェー人,ブ イソラ ソ ド人)

〔Stevenson1913〕 イギ リスの彼 は,従 来 の4気 質説 に宗 教的 立場 か ら,常 識 的な

2つ の気質 をつ け加 えた 。そ の2つ とは,5)芸 術 家的 と6)実 際 的 であ る。

〔Kreibig:Psych.Grundl,einesSystemderwerttheorie〕 感情 の内容 的性 質 を基

礎 と して気質 を分 類 し,そ れ と品性 との関係 を 明 らか にす る。

1)活 濃 な る快反 応 の傾 向一 強 き執意(多 血 質)

2)活 淡 な る不 快反応 の傾 向一 強 き執 意(胆 汁 質)

3)活 機 な る快 反応 の傾 向一 弱 き執 意(粘 液質)

4)活 澄 な る不 快反応 の傾 向一 弱 き執意(憂 欝 質)

〔E.Meumann(1862-1915):IntelligenzundWille〕Wundtの 弟子 の彼 は・ 気 質

を感情 生活 の上 に限 り,し か も快 不快 の情緒 を次 図 に挙 げ た動作 の感 情的形 式 に影響 す る

2段 の程 度 と関連 せ しめ たOH.Ebbinghaus(1850触1909)も これ を 感情生 活 の楽 天

的 もし くは厭 世的素 質 と,情 熱的 活磯 的 も し く は抑 欝的持 続 的性 質 と に関係 し て分 類 し
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図8感 情の動作に対する一次的関係

感情の顕著
なる性質

快

不 快

感i青の強度附 雛 醐 鵜 総 麗

小

多 血 質

「
r

°

大 小1大

粘液劃 粘液質

欝 麹 胆汁質

多 血 質

憂欝 質

能動性一所(受)動 性

能動性及大
なる興奮

多 血 質

胆 汁 質

所動性及小
なる興奮

粘 液 質

憂 欝 質

図9感 情の動作に対する二次的関係

感晴の顕型 内 観 的1外 観 的 外的に賭1鰻 轟

粘 液 質快 多 血 質 粘 液 質 多 血 質

憂 欝 質'不 快 憂 欝 質 胆 汁 質 胆 汁 質

た び
一 〔Fouilee

:TemperamentetCaractereselonlesindividus〕 フラ ンス の彼は,自 然

.の生命 力 の リズ ム として,生 物 の有 機 的物質 な る原形 質 を考 え,一 は,求 心 的な 内化(聚

成)作 用 を と り集 中的 であ る といい,二 は,遠 心 的 な る外化(開 発)作 用 で拡 大 的 であ る

とした 。 こ うして気質 に,感 受的 と発動 的 な る二大 区分 を設 け た。 そ して感 受お よび 開

発,す なわ ち,知 覚 お よび活 動 の 平衡 を調節 す る ものは糾経 系統 で あ るか ら,粗 経 内部

の原形 質 の変化(緩 性)に お け る速 度 お よび 強度 に よ って これ を小分 した 。

1.曝 難欝 瓢鵬

's動 的{灘 灘:慧 霧1澱 蔑

1)反 応 の迅 速 の感 覚 的 な型 → 多血質

2)反 応 の強烈 な型→ 神経 質

3)迅 速 で強い反応 の活動 的な型 →胆 汁質

一4)遅 くて弱 い反応 の活動 的 な型→ 粘液 質

〔Ribery:EssaisurlaclassificationnaturelledesCaractere〕Riberyは 感 覚お

よび運 動神経 の対 立 と,印 象,反 応 の強度 お よび速度 とに関 して分 類 した。

一1・翻 気質くに躍 蟹 憾 醤)(強 G緩)

発動 的気 質/II-1胆 汁質(強 大 ・迅 速)H.(活 動型)＼H -2粘 液質(強 大,遅 緩)

Ribery:は,そ の他,無 定 型,平 衡 を得 た気質,感 受 ・活 動型(多 血 質,胆 汁質,神 経

質)と い うもの も考 え てい る。

〔WillyHellpach(1877-1955)の 気 質論(1951)〕 彼は社 会 的気質(So2ialtempera-

ment)と して和 気(friedlich,irenisch)と 争 気 または滅 悪趣 の気(streitbar,eristisch)
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を分 け てい るが,個 人的 な気質 につ い ては伝 統的 な気 質 の不 十分性 を唱 え,内 的 力動 の表

現 であ る気 質 に5つ の基 本的尺度 が存 在す る とした(Sozial-Psychologie1951.p.53)。

1.stark(強 い,不 屈 な)⇔schwach(虚 弱 な,意 気地 の ない)

2.rasch(性 急な,短 気 な)〈 →Iangsam(遅 鈍 の,飲 込み が遅 い)

3.reichlich(豊 か な)⇔sparlick(乏 しい,貧 弱な)

4.nachhaltig(ね ば り強 い,永 続的 な)⇔ 舳chtig(一 時的 の)

5.gleichmal3ig(均 衡 の とれ た)Hungleichmal3ig(不 均 衡 の)

〔Pavlov,1.P.:LecturesonConditionedReflexes1928〕Pavlovは,長 年 にわ た

る犬 の高次 神経 活動 の研究 か ら,条 件反 射 の際 の反 応 の速度 に よ って,犬 を4つ に類 型 づ

け た 。

1)強 い,均 衡 の とれた,易 動 的 で活動 的な タ イ プ(→ 多血 質)

2)強 い,均 衡 の とれ た,不 活溌 で,静 か で落 ちつ いた タイ プ(→ 粘液 質)

3)強 い,不 均 衡 で,興 奮 過程 が制 止過 程 よ りも強 い タ イ プ(→ 胆 汁 質)一 興 奮 型

4)神 経過 程 の弱 い タイ プ(→ 憂 欝 質)一 制止型

これ らの4つ の類 型 は,古 典 的類 型 に対 応 す る ものであ る と した。 そ してPav10vに ょ

る神経系 の基 本的特 性 と しては次 の三 つ であ る。

1)興 奮過 程 と制 止過 程 の強 さ(ま た は弱 さ)

2)2つ の過程 の易動 性(ま た は不活 濃性)

3)2つ の過程 の均衡 性(ま た は不 均衡 性)

神経過 程 の強 さは,脳 神経 細胞 の作業 能力 また は持久 力 をあ らわ して いる。普 通,刺 戟

が強 い と興奮 も強 い。 ところが,刺 戟 が余 りに強 い と時 に は神経 障害 まで起 した りす る。

だが,そ の限 界 は犬に よって異 る。 この学説 の重 要 な特 色 は,入 間や 高等動 物 の行動 は,

神 経系 に よ って 規定 され,支 配 され てい る とす る点 で,行 動 の一般 的 タイ プな い し 気 質

は,神 経 系 の タイ プの表 現 であ り,さ らにそ の神経 系 の タイ プは,神 経系 の もつ い くつ か

の基 本的特 性 の複 合か ら理解 され る。 さ らに彼 は,Kretschmerの 類型 論 に ヒン トを得 て

これを さ らに深 め,程 度 の低 い憂欝 質(「 制止 型」 の弱 い形 式)は,ヒ ス テ リー性格,程

度 の高 い憂 欝 質(よ り極端 な 「制止型 」)は 分裂 質に一 致す る とし,同 様 に胆 汁 質 も神 経

哀 弱(よ り高 度 の 「興 奮 型」)と 躁 欝質 とに一 致す る とした 。 そ して憂欝 質 は,大 脳皮 質

が脆 弱 で一 部変 質 して い るた め,自 己抑圧 ・高い被 暗示 性 ・外 界 の変化 に対す る不 適応 性

な どの性 向を もち,あ る犬 た ちは,条 件づ けが形 成 され るのが遅 く,出 来 上 って も弱 く大

変 不安定 な 「制 止型」 で,胆 汁 質は健 全な 大脳皮 質を もつ もの で適応性 が 高 く,こ の犬

は,条 件 づけ られ る こ とが大変 早 く,七 か も一度 条件 づ け られ た反射 は なかな か消 えな い

「興 奮型 」°で あ る。 これ ら2つ の極端 な タイ プの中間 に興 奮 と制 止 の平衡 の とれ てい る グ

ル ープが 多血 質 と粘液 質 であ る。そ して これ らの体 質的違 い は遺 伝 に よる のだ と考 えた 。

Pavlovの 説 は幾分 こ じつけ的 であ るが,遺 伝 的体質 に よ る性格 質 を考え,さ らに哺 乳類

と人類 とめ間 の条 件反 射 の原則 は 同 じだ とした 点示唆 に富 む もの であ る。

〔芝 田進 午1965〕 芝 田に よれば(Pavlovの 説 を継 承 してい る),大 脳皮 質 の基 本 的

運 動過程 は興 奮 と制 止 であ り,(1)環 境 か らの刺激 にた い しどれだ け耐 え うるか とい う興

奮 と制止 の強 さ,(2)興 奮 と制 止 の力相互 間 の平衡度,(3)環 境 の変化 に たい しどれ だけ

た やす く変 化で きるか とい う易動性 に よ って,神 経 系 の基 本的 な4つ の型,あ るい ば気質

が 分類 され る。
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篤 欝 艦叢1澱灘 簿灘
ぞ ご しか しこれ らの型は基本的なものであって

,現 実には神経系の型(気 質)は,実 験的な

ゴ データが示す ように,4つ に限 られず,重 な りあい,複 雑 であるとす る。そ して彼に よれ
一 ば,こ れ らの型 は,遺 伝 型(Genotype)で あ る。 そ して 固定 した不 変 の ものでは な ぐ,

.環 境によって形成 ・再形成 され(後 天説),あ るいは形成 しなおされて表現型(Phenotype)

ニ ーとなるのであ る。 このよ うに個体発生の過程で形成 された表現型が,性 格 の生理学的基礎

一をなしているのであるが,こ の場合,気 質は主 として神経系の型 と連関 し,性 格は特に環

境 と連関 しているのである。この時,性 格は,そ の後天説 の故に,ダ イナ ミヅク ・ステロ

タイプ(力 動的常同型)と して形成 されるし,そ う規定 される。
一 こ
こにはパーソナ リテ ィの適応の問題が大 き く働いているのであ って,気 質 と性格は弁

三 証法的統一発展に関わ る2つ の局面であ って,こ の故に,高 次神経活動を行 う動物の適応
　が
,う ま く行われ るのである。 こ うして気質は,植 物性神経系(自 律神経系 ・内臓神経系

= ,:呼 吸 ・循環:腸 ・尿性器 ・血管などの平滑筋 ・心筋 ・内分泌腺が関係)の 代表 と解 され

るのであ り,性 格は動物性神経系(体 性神経系;知 覚 ・運動:感 覚器官→興奮伝達→脳→

有線骨格筋系)に 関係す ることが多い と考えられる。神経系をその座か ら,中 枢 と末梢神

経 とみるのではな く,機 能的に,植 物性 と動物性神経にみ ることによって,こ うして,

その自我一環境体制のダイナ ミック性 の基礎が布かれ るが,そ のパー ソナ リテ ィの表現型

が,somatic(体 性)に 依存している限 り,気 質 と性格の同一視を起 し易いのである。 こ

うして気質の概念は先天説(素 質説)を とり入れ,性 格の概念は後天説(経 験説)を とり

入れ る。 こうして現代の気学は,こ こに於て,神 経系の型に依存す る気質 と,気 質の表現

型を基礎にす る性格 との均衡発展的な姿 としてパーソナ リテ ィを考えていることになる。

気質は大気 と息ず く器官であ り,元 気の発揚する通気 口である。性格は,植 物性神経系 と

二章 動雛 ネ帷 系とを徹 て,環 境に1動きかける触手である。そして経験における棚 的嚇

的,又 は 外部開 口的作用力を持 っているのが 自我に於ける 性格 の強さであると考え られ

図10パ ー ソ ナ リ テ ィ の 断 面
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る 自゚我 の発 達 は,こ うして素質 と経 験 との両極 を交 互す る周期 的(cyclic)な 連続 性 を

持 つ もの と して考 え られ る。 こ うして性格 面 の沈殿物 は気 質面 に沈 殿 し,ま たは濾過 す る

(気 の清 濁)の で あ る。 さ らにつ け加 えてお かなけ れば な らない ことは,気 質 は体性 的

で あ るが,性 格 は,社 会 的 ・文 化 的な条件 の表 現 であ る とい うこ とであ る。 こ うして性格

は能 力 を縦 軸 としてペル ソナを殻 に持つ とい うこ とがで きる。(図10.参 照)

ペル ソナの中 に役割(role)9能 力 の中に知 能 を(intelligence),シ ャ ドウの中 にMe

(Mead,G,H.)の 概念 を含 む こ とが で きる。A,Tで 囲 まれ た 象限 は,環 境(E)の 象

限 であ り,そ の反映 と して,自 我(shadow)が 考 え られ る。 後 述 の よ うに古典 的体 液気

質論 か ら,10の 気質 の特性 が考 え られ るのは,T-Tの 軸上 に働 く特 性 であ る といわ ねば

な らない。A-Aの 軸 上 に働 く特 性 は,ま た別 に論 じ らるべ きであ る。

こ うして気学 にお いて問題 で あ った パ ー ソナ リテ ィとい うものは,こ の 湛 うな図 の統 合

的解釈 と してclarifyさ れ うる。 また9こ の論文 の綜合 的把 握に な る気 質特性 は,こ うし

てパ ー ソナ リテ ィの断面 の横 軸(T-Z')の 上 に正 しく位 置づ け られ うるの であ る。

最後 に こ うして,沢 庵 禅 師が述 べ てい る(薯 捜 集)人 格体 系 として の気(性,機)が,

気 質(性)と 性 格(機)に 対応 す る説 を うる こ とが 出来 る。 しか しこれ につ い ては また稿

をあ らため なけれ ばな らな い。

〔Heymans,G&Wiersma,E.D.1927〕 この二人 の気質 学説 に よれ ば,気 質は,

1)一 次機 能一 二次 機能,2)活 動 性,3)情 動性 の三 つの変 数 の合成 に よ って成立 し,

8つ の主要 特性 が考 え られ る。一次 機能 とは衝 動 的 ・活`1X・ 移 り気 ・注意 散慢 ・む ら気 な

どの特徴 をあ らわ して い る。 そ して,一 次機能 は,後 述 の第 一期 的様相 が濃 い もので あ

る。

1

2

3

4

5

6

7

8

情緒的

情緒的

情緒的

情緒的

非情緒的

非情緒的

非情緒的

誹三{青緒白勺

非活動的 一次的……神経質 。

非活動的 二次的……感情的

活動的 一次的……胆汁質

活動的 二次的……情熱的

活動的 一次的……多血質

活動的 二次的……粘液質

非活動的 一次的……無気力

非活動 二次的……無感動

VI気 質の対極的把握 と感情の三方向説

箭節 にお いて23人 の学者 を列 挙 し,古 典 的 体液気 質学 の発展 して来た足跡 を見 た ので あ

るが,わ れわ れに と って必要 な る ことは,こ こで,彼 らは何 を探究 せ ん と し,ど の よ うな

心 理学 的成果 を獲得 した か とい うこ とを知 る こ とであ る。

さて古代 の性 格学 は どの よ うな人 間理解 を した であ ろ うか。現 代 にお いては人 格(パ ー

ソナ リテ ィ)を,能 力(ability)・ 気 質(temperament)・ 性 格(character),ま た は ,

知(intelligence)・ 情(emotion)・ 意(will),ま た は知性 ・感性 ・理 性 に3分 して理解 す

るの であ るが,古 代に おい ては この区分 は明確 で な く全体 的に 考え てい る。 した が って古

代 の性格 学 は気 質学 で あ り人間 学 であ る。 しか し,宇 宙 の理気 的 な観念(idea)か ら性気

的 人間学 に入 る点,気 学 的 であ り気 質学的 で あ る。Aristotelesに は観相論 が あ り,中 国

～ ユ7一
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にお いては 易を 中心 とす る陰 陽五 行 の流行 か ら陰 陽清濁 に分 け る気質 説が あ った が,前 節

か らも明 らか な よ うに,西 洋 の性格 学 は,HipPocratesを 中心 とす る気質説 か ら始 る。そ

して注 意すべ きは,洋 の東西 を問 わず,そ の心理学 の性 格 は,物 質 の認 知か ら比 喩を も っ

て入 る物理 学的 自然科 学的思 考法 に依 った とい うことであ る。固 体 → 液 体 → 気 体 の概 念

と,動 と静 の概 念は この思 考法 の支持 的概念 とな る。 こ うして,HipPocratesの 体液(血

液そ の他),Riidigerの エー テルの概念 が 出た。 これ はHeracleitus(541～475B.C.)

の万 物流 転説(パ ソタ ライ 〔παジ7αρεζ〕)の 影 響が あ る。Galenの 気 を気 体 とみ る説,

Riidigerの 空 気 とみ る説 も物理 学的 思考法 に よ る。 こ うしてHipPocratesか らKantま
噌で
の気 質の概 念は次 の よ うな ものに な った。

※Hippocratesか らKantま で の対極 的気 質の 把握(第 一 期的 様相)

1

2

QU

'4

5

温(暖)⇔(寒)冷 。 〔HipPocrates,Galen,Kantな ど の 見 方 〕

湿(潤)H乾(燥)。 〔Hippocrates,Galen〕

流 動 的 ⇔ 濃 厚 〔Stahl,Hoffman〕

粗 大H精 錬 〔Riidiger〕

弾 力 大H力 小 〔Rudiger〕

この第一 期 的様 相 は気質 の類 型学(temperamenttypology)で あ り対極 的把握 .(Pol-

Gegenpol)に よって成 立 してい る。 類型(type)を 考 え,対 極(Polaritat)を 考 え る と

い うこ とは,立 派 に物 の科学 では な く心 の科学 とな って い る。 なお,f期 的 様相 とも次

の様相 と も,4気 質 を別 に考 えて いる こ とは い うまで もない。

このよ うに して素 朴に は じまった気 質学 は第 二期 にお いて また別 の発展 をす る。 まず,

giantは,現 在 の馬学(動 物 学 の1つ)で な され てい る軽血 種,重 血 種 の考 想を導 入 し,

以下,Allportま で非 常に 心理学 的 な特 性(trait)論 に依 った 。

※Kantか らAllportま までの対 極 的気質 の把握(特 性論:第 二期的 様相)

1.Leicht(軽)Hschwer(重)

　 〔Ka
nt.軽 い気 ・重 い気 の概念 で あ る。 また,感 情 刺戟 に対す る反応 の容易性(易

もし くは難MaUmann)に つ い てい うもの であ る〕

2.rasch(速)Hlangsam(遅)

〔Kant,Wundt,Bahnsen,Hellpach:過 敏 な気骨 ・活 淡 な気転 遅鈍 な血 のめ ぐ .

りをい う特性 。Maumannは,感 情反 応す なわ ち感1青興奮 の迅速 性 につ いてschnell

(敏)と い う特性 を 考え る〕

3.tief(深)←>Hach(浅)

〔Kant,Bahnsen,Hellpach:深 い情 動,浅 い情 緒的感 性 な どの動 きに関す る特

性〕

4.nachhaltig(久)Hfliichtig(暫)

〔Kant,Bahnsen,Maumann,Hellpach:持 久的耐 性,暫 時 的情 動に 関す る気質

特 性〕

5.reichlig(豊)〈 一>sparlich(乏)

〔Hellpach:豊 か な感情,乏 しい貧弱 な気質 的 品性 を い う〕

6.gleichmaPig(平 衡)Hungleichmal3ig(変 調)

〔Hellpach,Pavlov:平 衡 を得た気 持 の持 ち量,平 静 な心 に対 し,変 調な分 裂的 気

格,興 奮 動揺 的性格 を のべ る〕
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7stark<strong>(強)Hschwach〈weak>(弱)

〔Wundt.Bahnsen,Maumann,Hellpach,Allport:強 い気性,弱 気 の弱腰 な ど

の特性〕

8.<broad>(広)H〈narrow>(狭)

〔Allport:広 量 な気構 ・気 の幅,狭 量 な気 の持 ち主な どの特性〕

この よ うに してKant,Bahnsenを 経 て,Wundtの 流を くむHellpachに お いて気

質 の19世 紀 的対 極把 握が 完成す る。 そ してHellpachに おい て最大 に数 え られ た特性 が

Allportで はむ しろ2つ の対極(特i生)に 減 少す るのであ る。

さて,気 質 を情緒 的素 質(Affektanlagen)と し,性 格 また は品性 を意志 的(執 意 的)

素質(Willensanlagen)と し,こ の2つ を以 て情意 的素 質(Gemutsanlagen)と した の

はWundtで あ るが,こ の よ うな心的 素質(geistigeAnlagen)の 感情 的基底 に対 す る考

え方 には 当時 の同時代 的流 行的 思想が あ り面 白い。Wundtは,情 調(tone)に は三種 あ
む む くり

る と し て,快 一 不 快(Lustod.Unlust),興 奮 一 沈 静(Erregungod.Beruhigung),緊

張 一 弛 緩(Spannungod.Losung)の 感 情 の 三 方 向 説(「 心 理 学 概 論 」Grundrissder

図11Kretschmer,Eに よ る気質の特徴

精神感性と気分素因

精神のテンポ
(心理的速度)

精神の運動性
(心理運動性)

体格の親和型

循 環 気 質

気分素因の均衡:
高揚(明 朗)H
抑欝(悲 しみ)

波動的な気質曲線:
活濃(軽 快)⇔
緩慢(悠 然)

刺戟に順応 し,円 滑で
自然かつ柔軟性がある。

i肥 満 型

Psychasthesie

andStimmung

Psychisches

Tempo

Psychomotilitat

affinerKorper-
bautypus

Cyclothymiker

分 裂 気 質

精神感性の均衡:感性過敏(多 感)
H

感性鈍麻(冷 淡)

跳躍的な気質曲線:
突飛H頑 強(ね ば り
強い)感 情と思考の
二者択一的様式

しばしば刺戟に順応せ
ず緊張 し,抑 圧,鍍 行,
欝結,硬 固,硬 直,麻痺
,無 力

細 長 型

粘 着 性 気 質

爆発性H粘 液質

粘り強い気質曲線

刺戟に順応 し,緩 慢,
慎重,精 確,重 苦しく
鈍重でゆっくりしてい
る。

1闘 士 型

lS・hi…hymik・ ・

diathetischeProporti-
on:zwischengehoben
(heiter)anddepressiv
(traurig)

schwingendeTempe-
ramentskurve;
zwischenbeweglich
andbehabig

reizadaquat,rund,

natiirlich,weich

psyknisch

fViscose
psychasthetische
Proportion:zwischen
hyperathetisch
(empfindlich)and
anasthetisch(kiihl)

springendeTempera-
naentskurve:zwischen
sprunghaftandzah,
alternativeDenk-und
Fuhlweise

oftersreizinadaquat,

gespannt,verhalten,l
ahm,gesperrt,steif
usw.

leptosom

zwischenexplosiv

andphlegmatish

zaheTemperaments-
kurve

reizadaquat,
langsam,gemessen,
schwerfallig,
wichtig

athtetisch

(E.Kretschmer:KorperbauandCharakter1951p.336.)
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Psychologie,1896)を 唱 え た 。 しか し,Kantに は 興 奮 と弛 緩(Erregbarkeitintentio&
む む

remissio)の 考 え方 が あ り,Hoffdingは,感 情 の快 ・苦 の支 配 を考 えて いた。Kretsch-

merは,古 典 的気 質説 の多少共 の発展(分 裂 質 と躁欝質)を 考 え て,1)刺 戟 感受性(感

情 の起 こ り易 さ,2)気 分 の色合(快 調 か不 快調 か),3)心 理 的速度,4)心 理運動 性 の

4種 の質に分 って気 質 を経 験的 に概 観 してい る。

回帰性 な い しは循 環性 気質対 分裂 性気 質(cyclothymia-v-schizothymia)は,Cattelle,

R.B.の 因 子(factor)に もみ られ るが,E.Kretschmerに よ るこの特 性 の対極 的把 握

(Typ-Gegentyp)は,図 か らの特 徴 か らもわか るよ うに,(9)高 揚 ⇔抑欝(gehoben-

v-depressivま たはheiter-v-traurig)な い しは活 機 ⇔緩 慢(beweglich--v--behabig),

(10)過 敏H鈍 麻(hyperasthetisch-v-anasthetischま た はempfindlich-v-kohl)な い

し突飛 ⇔ 頑 強(sprunghaft-v-zah)と い う傾 向であ る。 これ も,Kantか らAllport

まで の対 極的 気質 の把握 の第二 期 的様 相 と して,9)10)と して数 えて よい。 こ うして

Allportの 個人心理 学 が,、古風 で旧式 な もの とみ られ るよ うに,Kretschmerの 体質 的心

理 学 も,西 洋 の性格 学 として古 典 的体液気 質論 の土 壌に育 った 感 が濃 い。

ノ

＼

V皿 気 質 の 概 念

W・Hellpachも い うよ うに,多 血 質 とか 粘液 質 とい う名 称だ け では,非 常 に不{分 な

気 質概 念 であ る。 この不十分 性 に対す る一 つの成果 は,前 節 で 明 らか な よ うに,対 極 的 気

質 特性 を考tる とい う考 想が 出 され た とい うこ とであ り,二 つ に は,感 情 の三 方 向説が提

出 され た とい うことであ る。 これ に よ って現 代心理 学 は,感 情 の素質 としての気質 の概 念

を,非 常 に 明 るい見通 しの下 に照準 す る こ とが で きるよ うに な った 。

さてMaumannは かつ て感情 的形 式 に対 して5つ を区別 した が一応 概観 してみ よ う。

1.感 情 の強度Intensitat(Starkod.Lebhaftigkeit)… … 強 さ と活1性 。 これ に強

弱 あ り(starkeHschwache)

2.感 情 の時間 的持続 性Nachhaltigkeit… … これ に長 短 あ り(nachhaltigeyfluchtige),

(a)弱 く て長 い快不快 の感 情 は気分(Stimmung)と し,(b)強 くて短 い快 不快 の感情 は

激 情(Affekt)と 名づ けて い る。 矢 田部に よ る と,比 較的 強度 の弱 い 永続 的状 態 は気 分

(mood)で あ り,比 較 的 強度 の強い 一一一時 的状態 は情緒(emotion)で あ る(心 理学 初歩,

1956)。1と2の 協 同にお いて,気 分,情 緒,激 情(cf.passion.Leidenschaft)の 成 立を

み る。,

3.感1青 刺激 に対す る反応 の容易性Leichtigkeit-・ ・これ に易 ・難(leichteod.sch。

were)あ り。

-4.感 情反 応す な わ ち 感 情興 奮 の 迅速i生Schnelligke.it… … こ れ に 遅 ・速,鈍 ・敏

(schnelle.od.langsam)あ り。3『 と4の 協 同に よ って,回 帰性気 質 と分裂性 気 質の成立

を み る。,

5.感 情 の表 白 も し くは表 出Aul3erungod.Ausdruck(51)運 動的motorisch(随

意 筋お よび 四肢 ・顔 容 ・身振 りの緊 張 でわか る)(52)血 管 運動 的vasomotorisch(血 管

・淋巴管 の運 動が示 す 。)(53)中 枢 的神経 系統 の興 奮dieErregbarkeitdesZentralner。

vensystemsの 変化 に おいて顕 われ る情緒 の性 質(能 動 的aktivと 受 動 的passivが あ

る)。

感情 成立 に は外 的刺 戟に よって興 奮す る もの と,構 想 ・思惟 に よって の内的経 験 に よ っ
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て興 奮す るもの とあ るが,い ず れ も情 緒 は興 奮(Excitement)か ら発す る とみ て よいで

あ ろ う(Bridges1932,L,Cole)。 自己 の身体的 ・心理 的 な存 在(諸 要 求 ・目的 ・体面 ・

面 目 ・自尊 心)が おびや か され た と感 じた ときに衝動 的に惹 起す る心理 的 ・身体 的な激 動

・興 奮 ・焦 燥 ・混 乱状 態 はみ な情 動 または情 緒(emotion ,Affekt)で あ る。1情 動 は した

が って次 の4要 囚 を含 む 。

1)環 境 刺戟 の知 覚(不 明瞭 で瞬 間的な知 覚 であ る こ ともあ る)

2)そ れ に伴 う強 い不快 感 または快 感

3)刺 戟 を避 け て逃 げ よ うとか 努 力 して刺 戟 と戦 お うとかす る運動傾 向

4)心 臓 や血 管 ・呼 吸 ・発汗 ・消化 機能 ・内分 泌腺 な ど全 身 の激 しい生理 的変 化(心 理

学辞典 平凡社)

この よ うに して,実 際 には種 々の感情(情 動)の 種 々の形 態 があ るので あ る。 基本 的情

動(primaryemotion)に 関 しては,Shand,A.(1920),Ribot;T.(1903),McDougall,

W.(1926),Watson,J.B.(1919),W.Hellpach(1951)な どが あ るが 割愛 す る。Hip-

pocrates-Galen説 が挙 げてい るのは次 の よ うな ものであ った。

1)多 血 質(土 着 ・建設 性:陽 気)… …快活 で事物 に対 して派 白

2)粘 液 質(移 住 ・拡大 性:呑 気 ・平気)… …事物 に対 して冷淡 で思慮深 い

3)(黄)胆 汁質(闘 争 ・攻 撃 性:短 気)一 …熟慮 を欠 いて怒 り易 い

4)黒 胆 汁 質 ・憂 欝質 ・神経 質 ・貧ぜ且質(隠 遁 ・探 究性:陰 気)㌔ ・・…哀愁 に傾 いて用 心

深 い。

気(質)に 関す る 日常的 な言葉 は種 々あ る。気位 が 高い(優 越 の気),気 立 てが いい(親

切の気),気 が合 う ・気 がお けな い ・気 に くわ な い ・気 が合わ な い(好 嫌 の気),気 に な る

(心 配 ・好 奇心 の気),よ く気が つ く ・気 さ くな(注 意 の気),気 ま りが悪 い(羨 恥 の気),

気お くれが す る(接 触 の気),強 気 と弱 気,短 気 と気長 また はの んび りした気,発 達 また

は進hの 気 また は新進 気鋭 と退嬰 の気 また は因循 の気,牽 先 ・指導 的気 と女房 気取 または

追従 の気等 々であ る。 この気 の問題 につい ては また論 をあ らため たい 。

しか し一 般 に気 また は気 質や気 性 は,ど の よ うに解釈 され てい るだ ろ うか 。われ われ は,

Allportの 気質 論に依 って この稿 の末 尾 とした い。

Temperamentは パ ー ソナ リテ ィと屡 々混 同 され るが,(こ こで も)性 格 と同様 に慣 用

的に 区別 され る明確 な根拠 があ る。気 質 は通 常 素質(disposition)に 関 して い うもの で,

生物 学 的生理 学的決 定 囚 と密 接に連 携 し,そ の結果,発 達 と共 に比較 的変化す る ところが

少 い もので あ る。遺 伝 の役割 が,(も ち ろん),パ ー ソナ リテ ィの他 の局面 よ りも大 な る位

置 を 占め て い る部面 で あ って,パ ー ソナ リテ ィに対 し,特 別 な下属領 域 を 占めて い る。

「気質 は,個 人 の情緒 的性 質 の性 格的 現 象に関与 す る ものであ って,情 緒 的な刺 戟反応

の場 合 の感受 性,い つ も決 った反応 の強 さや速 さ(気 性 の決定 傾 向),支 配的情 緒性 の質,

彷 復 の特 異性(回 帰性 か否 か),情 緒 の内部 強度(気 の張 り)等 を含 む もので あ る。 こ う

した現 象 は,体 質 的な構 造 に依存 す る ものであ って,本 来 は遺 伝 的な ものに大 き く依 存 し

てい る」(Allport1.37.)。(1967.6.3脱 稿)
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